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れた 105 項目からなる社会的スキル尺度(Social Skill 
Inventory: SSI)を作成した。Friedman, Prince, Riggio, 
& DiMatteo(1980)は感情的コミュニケーション尺度
(Affective Communication Test: ACT)を開発した。
Goldstein, Sprafkin, Gershaw, & Klein(1986)は若者
のための社会的スキルリストを作成した。そして、日本で
は、堀毛(1987, 1988, 1994)の人あたりのよさ尺度
(HT-44)や Takai & Ota(1994)の日本的対人コンピテン












スキルの低下をもたらす可能性(大坊, 2003; 毛, 2005; 
刘, 1988; 依田, 1996)があるからである。 
さらに、人づきあいスキルの翻訳版の尺度については、









































方  法 
調査対象者と時期 日本の大学および大学院に留学し
ている、あるいは留学したことのある中国人留学生 56 名 
(男性 26 名、女性 30 名、平均年齢 28.30±3.61)と、中国
の大学に留学している、あるいは留学したことのある日本









































±3.60 歳)と日本人留学生(男性 25.03±4.11 歳； 女性
26.26±5.11 歳)のいずれのグループにおいても、男女の
年齢差は有意ではなかった(t (54) = 0.67, ns; t (64) = 
1.04, ns)。したがって、両グループから得られた回答には、
男女の年齢差による影響は少ないものと考えられる。しか
し、年齢についての国の差(中国： 28.30±3.61 歳； 日
本： 25.76±4.73 歳)は有意であった(t (120) = 3.29, 
p<.001)。中国人留学生が日本人留学生より平均で 2.5 歳
年上であった。 
Table 1 日本人の人づきあいの特徴だと考えられるカテゴリ  ー
合計
度数 度数 カテゴリー カテゴリー 度数
合計
度数
10 冷淡 希薄な人間関係 9
9 距離 距離（心理・物理的）を置く 10
7 親密関係になりにくい 友情を深めるのに時間がかかる 4
5 お金で線を引く お金での公平性 2
3 遠慮 遠慮する 7
8 真心を持たない プライバシーに触れない 6
5 形式重視 境界線 3
3 コミュニケーションをとりにくい 用心深く助ける 3
9 本音を表出しない 本音と建前 7
7 言動の曖昧さ 曖昧 3






3 3 上下関係 上下関係 4 4
7 礼儀 礼儀重視 3
3 同調 相手との折り合い 4
2 面と向かって指摘しない 非を指摘しない 3
4 褒め上手 トラブルを避ける 3
3 お礼を返す 取り繕うための笑い 3
3 協調 群れる 5
人の目 4
12 気を使う・思いやり 相手に気をつかう 8
5 他人に迷惑をかけない 相手の反応に気を配る 7


























学先は 7 割が中国北部都市に集中していた。 
相手国に留学するまでの学歴 中国人留学生と日本人
留学生のいずれも、高学歴である。中国人留学生では、
大学専科卒業3)  以上の人は 41 名で、全体の 73.2%を占
めていた。日本人留学生の場合、大学卒業以上の人は43
















































中国人留学生に対する 5 つの質問から合計721 記述、
平均で 1 人あたりから 12.88±8.26 記述が得られた。これ
に対して、日本人留学生に対する 5 つの質問から合計












Table 2 中国人の人づきあいで上手だと考えられるカテゴリー 
合計





10 相手への思いやり 思いやり 12 相手のことを配慮する人 6
6 発言に気をつける 相手を配慮した言葉遣い 5 相手の意見を尊重する人 2
6 人のプライバシーへの配慮 人のプライバシーに配慮 2
3 相手を尊重する 相手の立場に立つ 6
3 お願い事をしない
12 12 人を助ける 人を助ける 9 9 面倒見の良い人 5 5
角が立たない 7 柔軟性がある 2
7 まわりに合わせる 人に合わせる 3 相手に合わせる人 2
2 相手の面子を保つ 短所を指摘しない 3 短所を指摘しない 1
3 戦略的に相手を喜ばす 臨機応変 3 二面性のある人 2
8 争わない 争いへの回避 6
7 陰口をたたかない 陰口をたたかない 3
2 利害関係を避け 中立の立場 3
3 嫌いな話題を避ける 忍耐力 2
11 良く付き合う 婉曲 2
3 人の話を傾聴する 傾聴する 6 傾聴する 5
2 寛容心 寛容心 5 寛容 2
誰とでも仲良くする 5
協調性 2
笑顔 3 笑顔 5
やさしい 3 やさしい 2
親しむ 4





リーダーシップ 2 2 リーダーシップを発揮できる人 5 5
2 2 約束を守る 約束を守る 約束を守る 約束を守る人 2 2
話がうまい人 4
ユーモア・ひょうきんさ 3
主張性＊4 主張できる人 4 4
積極的な人 2
話をかける人 2

























































































度数 度数 カテゴリー カテゴリー 度数
合計
度数
20 自己中心 自己中心 6










3 度量が小さい 狭量 2
人の話を聞かない 6
4 付き合わない 付き合いを軽視する 3
2 冷淡 ぶっきらぼう 2
2 真面目すぎる
11 配慮せず発言する 消極的な人 6
7 発言が人を傷つける 内向的 6
6 発言が率直 話をしない 5
6 思いやりがない 主張しない 4
5 相手の面子を潰す 主張できない 4
3 他者尊重をしない 遠慮する人 3
8 8 陰口をたたく 陰口をたたく 話しかけない人 3
6 ケチ 自分のことを話さない 2
2 ちょっとした得に目が眩む 過度の自己主張 8
3 3 人を助けない 人を助けない こらえ性がない 4
率直すぎる 2
話が下手 話下手 6 6
相手を立てない 相手をもちあげない 2 2
































8 暖かく人と接する 人に親切 2 一度仲良くなると深い関係になる 4
5 深い友人関係 親密な関係 3 関係が深い 7
3 相手のプライベートに関心を持つ プライバシーへの関与 5 プライバシーへの関与 11
4 家に招きたがる 家に招きたがる 2
スキンシップの多さ 2 物理的距離が近い 3
5 真心 後腐れのない関係 2 人付き合いがさっぱり 2
3 友人との一体感 仲が良い 2 関係を大切にする 5
2 経済的境界線がない
2 公私混同
3 人を助ける 面倒見 6 面倒見が良い 5
4 人のために犠牲を払う
6 親しくなるのも早く、冷めてしまうのも早い 親しみやすい 5 親しみやすい 6






6 同類意識 類の意識が強い 2
2 面子大事 面子を大事にする 7 プライドが高い 5
もてなし 2 もてなしが良い 7
3 3 酒づきあい タバコ・酒づきあいの重要性 5 5 食事・酒の席を共にするのを重視 3 3
3 相手の立場を考えない 遠慮しない 2 遠慮がない 5
5 ストレート ストレート 8 自分の感情を素直に出す 6
4 人に頼る 頼みごとを遠慮しない 3
お礼を言わない 2
相手を気にせず話す 2
4 4 コネ・人脈大事 コネ社会 4 4
自己主張する 8 主張する 8
強引さ 2 意見を押し付けようとする 7
非を認めない 2 非を認めない 5
対人衝突 4 友情の押し売り 7
3 信頼できる人は限られている 信頼関係がない 2
2 表面的暖かさ
10 10 損得勘定 自分の利
益のために＊4
上下関係が薄い 2 2 上下
関係＊4


































































Table 5 上位カテゴリーを統合した結果 
単独上位カテゴリー
思いやりがある ⇔ 思いやりがない 付き合いが広い
人の面倒を見る＆助ける ⇔ 人を助けない リーダーシップ
円滑性 ⇔ 陰口をたたく 積極性
人を受け入れる ⇔ 人を受け入れない 親密な関係
明朗さ ⇔ 人と付き合う姿勢を示さない 親しみやすい
相手を立てる ⇔ 相手を立てない コネ社会
利得を譲る ⇔ 自分の利益のために＆目先の利益 約束を守る
話がうまい ⇔ 話が下手 上下関係
酒づきあい ⇔ 酒・食事で楽しめない 類の意識
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Chinese young’s human relations style: 
A categorical examination using an open-ended questionnaire 
 
Xinhua MAO (Graduate School of Human Sciences, Osaka University) 
Ikuo DAIBO (Graduate School of Human Sciences, Osaka University) 
 
Almost all people expect for smooth human relations, and social skills would be the one to help people 
engage in that smooth communication. As previous studies have suggested, social skills have some 
contents which seem to be similar throughout the world and have some contents which seem to be different 
between cultures. In order to measure social skills within one culture, a lot of scales have been developed 
in U.S. and Japan. But there is no original one in China in spite of its necessity. For the first stage to 
develop an original scale in China, item collection was done in this research. Chinese students in Japan 
and Japanese students in China completed an open-ended questionnaire, and the human relations style of 
Chinese youth was shaped. Some of contents were consistent with former-already-developed cross-cultural 
social skill scale, and some were particular only within Chinese culture. The importance and possibility to 
develop an original social skill scale that reflects Chinese culture as well as cross-culture aspects was 
discussed. 
 
Keywords: social skills, Chinese youth, interpersonal relationship, culture, open-ended questionnaire. 
 
